
て
来
ま
し
た
。

主
人
は
自
分
の
娘
も
他
人
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
、

自
分
が
食
べ
る
も
の
も
食
べ
ず
に
連
れ
て
歩
い
た
と
言
うん
で
す
。

後
日
娘
さ
ん
か
ら
「
ハ
ル
ピ
ン
駅
で
泣
い
て
い
た
、
私
を
連
れ

て
来
て
く
れ
た
お
じ
さ
ん
の
お
陰
で
残
留
孤
児
に
な
ら
な
く
て
す

ん
だ
。
父
親
は
、
ひ
と
目
お
会
い
し
て
お
礼
を
し
た
い
と
何
時
も

気
に
し
て
い
た
。

ホ
テ
ル
か
ら
帰
っ
て
、
母
親
と
仏
前
で
恩
人
と
再
会
で
き
た
と

報
告
し
ま
し
た
。
母
親
が
元
気
に
な
っ
た
ら
山
形
を
訪
問
し
た

い
。

」
と
手
紙
が
き
ま
し
た
。

あ
の
天
地
動
転
の
よ
う
な
地
獄
さ
な
が
ら
の
混
乱
の
中
で
主
人

が
人
助
け
を
す
る
心
の
餘
裕
が
あ
っ
た
と
知
り
う
れ
し
か
っ
た
。

私
の
歩
ん
だ
軍
隊
生
活
と
戦
後　 

福
島
県
　
植
田
三
郎
　 

昭
和
十
年
現
役
兵
と
し
て
、
朝
鮮
羅
南
山
砲
二
五
連
隊
に
入
営

し
た
。
昭
和
十
三
年
三
月
に
満
期
除
隊
後
、
ソ
満
国
境
の
張
鼓
峯

で
日
ソ
交
戦
と
言
う
ニ
ュ
ー
ス
発
表
後
間
も
な
く
、
臨
時
召
集
で

仙
台
野
砲
二
連
隊
に
入
っ
て
、
同
日
夕
方
仙
台
駅
を
出
発
し
た
。

常
磐
線
経
由
で
出
発
羅
南
の
元
隊
に
戻
っ
た
時
、
す
で
に
停
戦
協

定
に
な
っ
て
い
た
。
山
砲
中
隊
は
、
出
動
し
て
十
八
人
が
名
誉
の

戦
死
、
私
共
召
集
は
予
備
と
し
て
三
か
月
程
で
召
集
解
除
と
な
っ

た
。
現
地
で
除
隊
す
る
者
は
会
社
、
工
場
な
ど
に
就
職
す
る
者
が

多
か
っ
た
。
私
も
昭
和
十
三
年
十
月
頃
、
満
州
国
敦
化
第
八
野
戦

航
空
修
理
庁
に
軍
属
と
し
て
就
職
し
た
。
各
地
に
も
出
向
し
た
。

昭
和
十
六
年
の
春
、
一
時
帰
国
し
、
郷
里
で
結
婚
式
を
挙
げ
牡
丹

江
省
梅
林
に
到
着
し
た
。

戸
数
三
百
戸
程
の
満
人
部
落
で
あ
っ
た
。

飛
行
場
と
三
戸
程
の
官
舎
が
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
し
た
。
満
州
の

春
は
か
け
足
で
や
っ
て
来
て
、
野
や
山
に
名
も
知
ら
ぬ
草
花
が
咲

き
乱
れ
、
平
凡
な
が
ら
平
和
な
生
活
だ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
長
男

が
誕
生
し
た
。

昭
和
十
八
年
に
は
、
本
庁
の
蘭
崗
に
転
属
に
な
り
毎
日
が
忙
し

く
残
業
が
続
い
た
。
そ
ん
な
頃
、
父
の
危
篤
の
電
報
が
来
て
、
上
司

の
許
可
を
得
た
。
父
の
好
物
の
甘
い
物
を
酒
保
か
ら
一
か
月
分
の

配
給
を
受
け
て
、
朝
鮮
経
由
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
各
駅
か
ら

は
、
窓
か
ら
出
入
り
す
る
よ
う
な
命
が
け
の
旅
だ
っ
た
。
父
親
と



面
会
し
て
、
全
快
を
祈
り
な
が
ら
無
事
帰
る
事
が
出
来
た
。
昭
和

二
十
年
三
月
頃
八
野
戦
航
空
修
理
庁
北
支
方
面
転
進
と
言
う
命
令

が
出
て
、
三
日
間
の
う
ち
に
荷
物
を
発
送
し
て
家
族
は
同
時
帰
国

す
る
事
に
な
っ
た
。
朝
鮮
羅
津
港
経
由
新
潟
港
上
陸
三
歳
と
一
歳

の
子
供
を
連
れ
た
妻
は
無
事
帰
国
し
た
。
蘭
崗
よ
り
出
し
た
引
越

荷
物
木
箱
十
六
個
内
容
明
細
書
付
き
運
賃
百
七
十
五
円
十
銭
だ
っ

た
。
現
在
も
こ
の
書
類
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
が
手
許
に
あ

る
。
そ
の
木
箱
の
荷
物
は
、
日
本
海
に
沈
ん
だ
の
か
妻
の
許
に
届

か
ず
、
家
族
三
人
は
、
結
局
丸
裸
の
ま
ま
で
、
こ
れ
か
ら
が
苦
労

の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

私
共
の
部
隊
は
昭
和
二
十
年
の
五
月
済
南
駅
に
到
着
、
大
き
な

市
街
で
貨
物
庁
や
兵
器
庁
な
ど
、
重
要
な
軍
事
基
地
だ
っ
た
。

急
造
し
た
兵
舎
に
居
住
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
定
期
便
の
如
く
、

米
軍
機
が
来
襲
す
る
毎
日
だ
っ
た
。
敗
戦
の
八
月
十
五
日
、
ソ
連

軍
は
牡
丹
江
市
街
へ
、
そ
し
て
全
滅
し
た
。
各
地
の
開
拓
団
員
も

銃
殺
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。

衛
兵
所
も
国
車
に
変
わ
り
、

街
の
治
安
も
悪
く
一
歩
も
外
に
出
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

私
共
軍
属
に
も
引
き
揚
げ
命
令
が
出
て
、
約
五
百
人
が
三
八
式

歩
兵
銃
、
手
留
弾
な
ど
で
武
装
し
、
無
蓋
車
に
て
済
南
駅
を
出
発
、

三
十
分
も
走
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
頃
、
急
停
車
し
た
。
八
路
軍
が

鉄
道
破
壊
を
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
枕
木
は
一
本
も
な
く
、
北

支
の
十
二
月
は
肌
を
さ
す
寒
気
だ
っ
た
。
徒
歩
に
て
青
島
ま
で
南

下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
十
キ
ロ
も
あ
る
リ
ッ
ク
を
背
負
い
、

そ
の
夜
は
学
校
の
軒
下
で
野
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
日
分
の

に
ぎ
り
飯
と
、
蒸
し
大
豆
と
を
持
ち
、
野
を
越
え
、
川
を
渡
り
、

野
宿
し
な
が
ら
歩
い
た
。
道
端
で
は
、
い
た
る
所
に
死
体
が
こ
ろ

が
り
、
疲
労
と
寒
さ
で
虫
の
息
で
助
け
を
求
め
る
大
勢
の
人
々
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
ど
う
す
る
事
も
で
き
ず
、
た
だ
合
掌
す
る
の
み

だ
っ
た
。

斎
南
を
出
て
十
日
、
眼
下
に
大
き
な
市
街
が
見
え
た
時
の
感
激

は
、
今
は
遠
い
思
い
出
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

兵
器
類
を
供
出
し
て
、
身
体
検
査
、
時
計
、
万
年
筆
な
ど
は
没

収
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
頭
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
ふ
り
か
け
ら
れ
た
。
四

日
間
の
収
容
所
生
活
だ
っ
た
。
三
度
の
食
事
は
こ
う
り
ゃ
ん
が
ゆ

の
連
続
だ
っ
た
。
敗
戦
と
は
情
け
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
多
く

の
人
が
殺
さ
れ
、
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
、
こ
じ
き
の
よ
う
な
姿
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

引
き
揚
げ
の
為
乗
船
を
待
つ
人
々
の
あ
わ
れ
な
様
子
は
、
今
も



ま
ぶ
た
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

私
も
満
州
に
渡
っ
て
七
年
、
金
千
円
也
を
も
ら
っ
て
、
舞
鶴
港

に
上
陸
、
そ
の
日
は
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
午
後
五
時
頃
だ
っ

た
。
町
並
み
は
、
暗
く
、
重
い
リ
ッ
ク
を
背
負
い
、
家
族
の
待
つ

実
家
に
帰
っ
た
。
無
事
帰
宅
で
き
た
。
長
い
間
、
家
族
が
お
世
話

に
な
っ
た
の
で
、
よ
く
お
礼
を
述
べ
、
今
は
亡
き
父
に
も
、
報
告

し
た
。

い
よ
い
よ
、

財
産
を
失
っ
た
丸
裸
の
生
活
が
や
っ
て
き
た
の
だ
。

当
時
の
食
生
活
は
想
像
以
上
の
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
、
七
人
家
族

の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
休
む
暇
も
な
く
職
探
し
の
毎
日
だ
っ
た
。

あ
る
友
人
に
誘
わ
れ
、
宮
城
県
石
巻
に
魚
の
買
い
出
し
に
つ
い
て

い
っ
た
。

仙
台
駅
で
朝
一
番
の
電
車
に
乗
っ
た
。
当
時
は
統
制
配
給
の
時

代
で
、
道
路
の
両
側
に
は
闇
市
場
が
開
か
れ
て
い
た
。
魚
の
豊
富

さ
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
月
に
六
、
七
回
は
出
か
け
た
。
差
し
引
き

で
三
千
円
位
い
も
う
か
っ
た
。
し
か
し
、
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ

れ
、
没
収
さ
れ
る
回
数
が
多
く
な
り
、
闇
屋
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
手
頃
な
家
が
あ
っ
た
。
玄
関
つ
き
六
畳
二
間
で
六
千
円

で
買
い
求
め
た
。
家
族
も
三
男
一
女
と
な
り
、
長
男
は
東
京
の
親

戚
の
パ
ン
製
造
工
場
に
就
職
し
た
。
い
つ
の
ま
に
か
、
世
の
中
が

安
定
に
向
い
、
い
ろ
い
ろ
な
物
資
が
出
回
っ
て
き
た
。
私
も
青
果

仲
買
業
を
始
め
、
農
業
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
枝
豆
、
蜂
矢
柿
な
ど

を
買
い
つ
け
、
出
荷
す
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
。

全
国
的
に
も
野
菜
の
産
地
で
あ
り
、
枝
豆
な
ど
は
毎
日
三
千
貫

も
出
荷
し
、
一
部
は
冷
凍
工
場
に
回
し
た
。
何
年
か
経
つ
う
ち
に
、

量
よ
り
質
の
時
代
に
な
り
、
青
果
物
等
の
取
り
引
き
も
変
わ
り
、

荷
受
機
関
と
し
て
大
き
な
市
場
も
出
来
た
。

手
頃
な
土
地
を
百
坪
買
い
求
め
、

そ
の
年
の
十
一
月
新
居
に
引
っ

越
す
事
が
で
き
た
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
事
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
　 

福
島
県
　
石
川
佐
中
　 

海
外
居
住
の
動
機
と
職
務

昭
和
十
九
年
八
月
十
一
日
私
は
、
勤
務
中
の
宮
城
県
塩
釜
市
の

塩
釜
神
社
か
ら
、
旅
順
市
に
創
建
さ
れ
る
関
東
神
宮
職
員
と
し
て

赴
任
す
る
た
め
、
妻
同
伴
の
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
、
か
ね
て
海
外




